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※法要当日は境内地にてお焚き上げ供養をします。古いお守りやお札をお持ち下さい（金属、プラスティック、生もの等不可）    仏事についてのご質問や、ご不明な点、いつでもお問い合わせください。（011）641-8904  ◇ご投稿・ご意見何でもお問い合わせください！  Eメール yakuou@triton.ocn.ne.jp
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令和3年（2021年）行事とお参り 令和3年（2021年）年忌表

2年連続全道大会
優勝。共に心と体
を鍛え「自分力」を
磨きましょう！初心
者大歓迎です。い
つでも見学に来て
ください。  毎週月・木・土曜日

午後5時より お寺

毎週金曜日 
午後1時より 会費あり

心と体を
鍛えましょう

忙しい毎日の中、
静かな時間を過ご
しませんか？坐禅
は身と息を調え、
心を調えます。初
めてでも大丈夫！
座りやすい服装で
おいでください。

毎月1日・15日
午前7時より 参加無料

子ども空手教室

体と心を
調えましょう！

坐禅会

ご詠歌を聞かれた
事はありますか？亡
き人への追憶の思
いに涙があふれて
きます。歌の得手
不得手は関係あり
ません。一緒にお
唱えしましょう。

仲良く楽しく
唱えましょう

ご詠歌

活動のご案内
薬王寺では地域に密着したお寺を目指すため、
様々な活動を行っております。
皆さまのご参加、お待ちしております。

大般若祈祷会大般若祈祷会

お寺を支える大切な会費です。「年間一万円」を皆様にお願い
致しております。月命日やお盆等でお詣りに伺った時や、寺報等
に同封されている振込用紙を御利用いただき御納め下さい。ご
不明な点はお寺までお気軽にお問い合わせ下さい。
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●厄払い●厄払い ●星まつり●星まつり●所願成就●所願成就

年
を
迎
え
、
誰
も
が
不
安
と
怯
え
を
秘

め
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
。
心
か
ら
「
お

め
で
と
う
」と
言
え
な
い
異
例
の
お
正
月
。実
は
、

だ
か
ら
こ
そ
元
気
と
笑
顔
で
、「
今
年
こ
そ
は
」

と
奮
起
す
る
お
正
月
で
も
あ
り
ま
す
。

　
残
念
な
が
ら
昨
年
は
、
全
世
界
的
に
未
曾
有

の
経
験
を
し
た
年
で
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
蔓
延
は
、
世
界
的
に
は
罹
患
者
七
千
万
人
、

死
者
百
六
十
万
人
、
日
本
で
も
罹
患
者
十
八
万

人
、
死
者
二
千
六
百
人
を
数
え
る
。
し
か
も
未

だ
増
加
の一途
で
す
。
同
時
に
、
全
て
の
社
会
、

経
済
活
動
の
停
滞
を
招
き
、一時
は
世
界
全
体

が
恐
怖
と
絶
望
に
覆
わ
れ
た
か
の
よ
う
。

　
こ
の
世
界
と
同
じ
現
象
が
、
身
近
に
も
起
き

て
い
る
。
コ
ロ
ナ
感
染
で
他
界
さ
れ
た
人
、
い
ま

だ
病
床
に
伏
せ
る
人
、
失
業
、
倒
産
に
苦
し
む

人
。
冠
婚
葬
祭
の
自
粛
や
規
制
に
苦
し
む

人
・
・
・
。
昨
年
は
、
当
た
り
前
だ
っ
た
こ
と

が
何
も
出
来
な
い
、
異
常
で
過
酷
で
ど
ん
底
な一

年
だ
っ
た
と
云
え
よ
う
。

　
し
か
し
、
令
和
三
年
は
違
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
予
防
ワ
ク
チ
ン
が
確
実
に
普
及
し
、

早
晩
、
全
て
の
人
々
と
社
会
機
能
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
以
前
に
動
き
始
め
る
の
は
間
違
い
な
い
。

　
人
生
も
社
会
活
動
も
必
ず
浮
き
沈
み
、
山
や

谷
が
あ
る
の
は
必
定
で
す
。
ど
ん
底
か
ら
は
、

た
だ
上
昇
す
る
の
み
。
か
つ
て
世
界
大
戦
、
ペ
ス

ト
（
黒
死
病
）
の
後
、
人
類
は
辛
酸
を
舐
め
た

経
験
と
知
恵
で
克
服
、
成
長
し
た
こ
と
を
、
歴

史
は
教
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
端
光
祥
春
と
は
、
め
で
た
い
光
が
訪
れ
る

春
を
お
慶
び
す
る
と
の
意
味
。
新
年
は
大
き

な
変
わ
り
目
。
予
防
ワ
ク
チ
ン
と
い
う
光
明

が
差
し
、
誰
を
も
奮
起
さ
せ
る
は
間
違
い
な

い
で
し
ょ
う

　
こ
の
大
き
な
転
換
期
を
乗
り
越
え
ま
し
ょ

う
。
過
去
を
悔
や
み
縛
ら
れ
て
い
て
は
前
進
出

来
ま
せ
ん
。
転
換
と
は
変
わ
る
こ
と
で
す
。「
全

て
の
人
に
備
わ
る
力
」
と
お
釈
迦
様
は
教
え
て

い
ま
す
。「
人
々
悉
く
道
器
な
り
」 
螢
山
禅
師
、

そ
れ
を
眠
ら
せ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
昨
年
の
「
道
し
る
べ
」
新
年
号
で
綴
っ
た
禅

語
を
あ
え
て
繰
り
返
し
ま
す
。

　
「
日
々
是
好
日
」（
毎
日
毎
日
が
素
晴
ら
し

い
）。
悔
や
み
嘆
き
、
怒
っ
て
い
て
は
何
も
見
え

な
く
な
り
ま
す
。
喜
怒
哀
楽
を
在
る
が
ま
ま
に

享
受
す
る
こ
と
で
、
広
い
視
野
と
展
望
が
生
ま

れ
ま
す
。
そ
し
て
生
き
る
こ
と
への
感
謝
も
。

　
数
千
年
、
仏
教
は
多
く
の
人
を
救
済
し
て

き
ま
し
た
。
今
も
同
じ
で
す
。
辛
く
悲
し
い
時
、

ひ
と
り
悶
々
と
せ
ず
、
お
寺
に
お
詣
り
に
来
て

み
ま
せ
ん
か
？ 

き
っ
と
、
無
言
の
微
笑
に
救
い

を
見
つ
け
る
こ
と
が
出
来
る
で
し
ょ
う
。

　
今
年
が
、
皆
様
に
と
っ
て
、
新
た
な
希
望
と

飛
躍
に
彩
ら
れ
、
笑
顔
と
健
康
に
満
ち
る
こ
と

を
心
か
ら
お
祈
り
し
ま
す
。

令
和
三
年　
元
旦　
合
掌

新
端
光
祥
春

「
薬
王
寺
の
弟
子 

島
崎
さ
ん
を
偲
ぶ
会
」

日
本
と
南
米
パ
ラ
グ
ア
イ
の
架
け
橋
と
し
て
ご
活
躍
ご
尽
力
。

　
パ
ラ
グ
ア
イ
国 
日
本
曹
洞
宗 

眞
鷹
山
拓
恩
寺 

島
崎
充
也

住
職
が
11
月
11
日
に
急
逝
さ
れ
、北
海
道
日
伯
協
会
、パ
ラ
グ

ア
イ
協
会
の
主
催
に
よ
り
、故
人
を
偲
ぶ
会
が
薬
王
寺
に
て
12

月
１６
日
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

 

北
海
道
日
伯
協
会
専
務
理
事
を
務
め
、北
海
道
と
ブ
ラ
ジ
ル

の
交
流
に
尽
力
。２
０
１
０
年
イ
グ
ア
ス
移
住
地
に
移
住
、「
開

拓
者
慰
霊
法
要
」の
た
め
、イ
グ
ア
ス
市
に
訪
れ
た
曹
洞
宗
特

派
布
教
師
で
あ
っ
た
薬
王
寺
住
職
の

田
中
清
元
老
師
と
出
会
い
、出
家
得

度
を
取
得
。７０
歳
を
越
え
て
か
ら
禅

宗
僧
侶
に
。２
０
１
５
年
パ
ラ
グ
ア

イ
国
初
の
仏
教
寺
院
で
あ
る
眞
應

山
拓
恩
寺
が
イ
グ
ア
ス
市
に
建
立
か

ら
５
年
、２
０
１
９
年
１１
月
に
正
式

な
住
職
に
な
る
儀
式
を
終
え
た
ば

か
り
で
し
た
。心
か
ら
ご
冥
福
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

2月11日（木・祝）
（建国記念日）
 午後1時より開場
 午後1時半より

宮
の
森 

大
乗
院

大乗院寺報 令和3年 1月

令和3年1月号

〒064-0958
札幌市中央区宮の森1263-3
電話（011）641-8904
FAX（011）631-0004
E-mail
yakuou@triton.ocn.ne.jp

新
年

令
和
三
年

     

号  

第82号

護持会費のお願い

一
陽
来
復
（
い
ち
よ
う 

ら
い
ふ
く
）

長
い
人
生
、
いつ
も
心
楽
し
い
こ
と
ば
か
り
で
は
な
い
。

窮
境
に
立
つ
と
い
う
こ
と
は

身
を
も
っ
て
知
る
尊
い
チ
ャ
ン
ス
で
は
あ
る
ま
い
か
。

得
難
い
体
得
の
機
会
で
は
あ
る
ま
い
か
。

そ
う
考
え
れ
ば
、苦
し
い
中
に
も
勇
気
が
で
る
。
元
気
が
で
る
。

思
い
直
し
た
心
の
中
に
新
し
い
知
恵
が
わ
い
て
で
る
。

そ
し
て
、
禍
を
転
じ
て
福
と
な
す
、
つ
ま
り
一
陽
来
復

暗
雲
に
一
す
じ
の
陽
が
さ
し
こ
ん
で

再
び
春
を
迎
え
る
力
強
い
再
出
発
への
道
が
ひ
ら
け
て
く
る
と
思

う
の
で
あ
る
。

壁
を
乗
り
越
え
た
時
、そ
れ
は
自
分
を
守
る
盾
と
な
る
。　

コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
る
に
は
、こ
の
精
神
が
大
切
と
感
じ
て
い
ま
す
。

事
務
局 

橋
坂
慎
龍
　
合
掌

賢
人
の
言
葉

「SDGs」（エス・ディー・ジーズ）は「Sustainable Development Goals」
（サステイナブル＜持続可能な＞・ディベロップメント＜開発＞・ゴールズ＜
目標＞）の頭文字を集めた言葉です。薬王寺では、SDGsの理念である
「誰一人取り残さない社会の実現」を「菩薩の誓願に生きる信仰実践」とし
て全僧侶でSDGsへの取り組みを力強く進めていきます。

× SDGｓZEN
SOTO禅
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・ご自身の健康状態を確認してご来場ください。エントランスに
消毒液を設置いたします。手指の消毒をお願い申し上げます。
・ご来場の際はマスクを着用してください。
・咳エチケットを遂行していただきますようお願い申し上げます。

【ご来場される皆様へ】
新型コロナウイルス感染症への対策を十分に行っております。

お客様におかれましても感染防止策へのご理解とご協力をお願い申し上げます。

時節柄、お食事を用意しておりません。※お食事を済ませてからご来場お願い申し上げます。

新春福引大会は、新型コロナウイルス感染症のた
め、今年は開催を見送りいたします。来年は、皆様に
お楽しみいただけるよう準備しております。

葬儀はお寺へ相談を！
最近では家族葬のように小規模な葬儀をされる方が増えており
ますが、実際にかかる費用は決して安くありません。（お寺への
葬儀に関するご相談も金額についてが多く寄せられております。）
お寺では精神面はもちろん、金銭面でもお支え出来るお寺葬を
ご用意しております。ぜひ一度、お寺へご相談下さい。

宮の森 大乗院 薬王寺
TEL：011-641-8904　FAX：011-631-0004

Email:yakuou@triton.ocn.ne.jp

北海道再発見！
LOVE

HOKKAIDO
薬王寺住職が当寺院の世界一の大きさと言われる大鏧（だいきん）の取
材をHTBの番組「北海道再発見！ LOVE HOKKAIDO」から受けました。
2021年1月23日（土）午前11時10分～放送予定。

薬王寺も協賛しています



　

昨
年
に
引
き
続
き
、芦
別

市
大
興
寺
御
住
職
の
田
中

貫
志
師（
北
海
道
宗
務
所

布
教
師
）が
お
勤
め
下
さ
い

ま
し
た
。ご
本
人
の
永
平
寺

で
修
行
中
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

も
と
に
道
元
禅
師
様
の
お

言
葉
、「
真
実
内
徳
の
う
し

て
人
に
貴
び
ら
る
べ
か
ら

ず
」、勤
め
て
い
る
大
休
寺
の
前
住
職(

故)

永
井
老
師

の
お
言
葉「
正
直
に
生
き
る
」を
、コ
ロ
ナ
禍
の
中
、こ
の

大
変
な
御
時
世
だ
か
ら
こ
そ
自
分
の
心
を
見
つ
め
て
正

し
い
生
活
を
送
る
こ
と
、そ
し
て
表
面
だ
け
で
は
な
く

内
か
ら
心
を
正
す
事
、人
と
素
直
に
向
き
合
う
事
、報

恩
感
謝
の
大
切
さ
を
わ
か
り
や
す
く
お
説
き
下
さ
い
ま

し
た
。

　
「
ほ
う
お
ん
え
」と
読
み
ま

す
。正
式
に
は「
両
祖
忌
」と

呼
ば
れ
る
法
要
で
、大
本
山

永
平
寺
を
開
か
れ
た
道
元
禅

師
様
と
、大
本
山
總
持
寺
を

開
か
れ
た
瑩
山
禅
師
様
の
御

遺
徳
を
偲
び
行
わ
れ
る
報
恩

感
謝
の
法
要
で
す
。

　
大
勢
の
御
随
喜
を
頂
い
て

御
導
師
の
御
住
職
が
厳
粛
に
勤
め
ら
れ
ま
し
た
。続
い

て
、こ
の
有
り
難
い
御
法
縁
に
ち
な
み
、御
志
納
頂
い
た

皆
様
と
、御
塔
婆
を
申
し
込
ま
れ
た
皆
様
の
先
祖
供
養

を
執
り
行
い
、皆
様
に
ご
焼
香
頂
き
ま
し
た
。

　
一昨
年
で
百
五
十
年
を
迎
え
た
北
海
道
開
拓
の
歴
史

の
中
で
礎
と
な
り
、尊
い
命
を
犠
牲
に
さ
れ
た
ア
イ
ヌ

先
住
者
、韓
国
朝
鮮
、中
国
出
身
者
の
方
々
の
慰
霊
供

養
。先
代
様
の
代
よ
り
、境
内
地
に「
北
海
道
無
名
開

拓
殉
難
者
慰
霊
之
碑
」を
建
立
し
、い
ま
も
な
お
韓
国

や
中
国
の
寺
院
と
親
善
交
流
を
深
め
、慰
霊
を
続
け
て

い
ま
す
。

　
慰
霊
碑
に
お
供
え
を
し
て
、開
拓
殉
難
者
の
御
位
牌

を
本
堂
に
祀
り
勤
修
致
し
ま
し
た
。

　
素
晴
ら
し
い
秋
晴
れ
の
中
、法
要
を
行
い
ま
し
た
。コ

ロ
ナ
禍
の
中
で
し
た
の
で
、感
染
予
防
対
策
を
行
い
な
が

ら
、皆
様
が
御
参
詣
下
さ
い
ま
し
た
。心
よ
り
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

秋
期
の
多
宝
塔（
永
代
供
養
墓
）供
養
法
要
が
コ
ロ
ナ

禍
の
為
、山
内
で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。紅
葉
に
包
ま
れ
た

多
宝
塔
に
向
か
い
手
を
合
わ
せ
御
焼
香
し
、宮
の
森
の
大

自
然
の
も
と
に
眠
る
大
切
な
方
へ
思
い
を
寄
せ
ま
し
た
。

　

昼
夜
の
長
さ
が
同
じ
に
な
る
秋
分
の
日
、旧
本
堂
と

新
本
堂
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

山
内
関
係
者
の
み
で
す
が
、心
落
ち
着
か
せ
手
を
合

わ
せ
て
皆
様
の
御
先
祖
様
へ
感
謝
報
恩
の
御
焼
香
を
致

し
ま
し
た
。

◎
北
海
道
開
拓
殉
難
者
慰
霊
供
養

◎
御
法
話（
感
謝
に
生
き
る
）

◎
報
恩
会

　

十
二
月
八
日
、本
年
最
後
の
大

法
要
。御
釈
迦
様
が
菩
提
樹
の
下

で
お
悟
り
を
開
か
れ
た
事
を
お
祝

い
す
る
法
要
で
す
。若
方
丈
導
師
に

て
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

【お申込み方法】

三蔵法師直伝の「大般若経」で
平和を願い、厄を払い、
所願成就を御祈祷します

2月11日（祝）
午後一時開場 午後一時半より 　孫悟空の「西遊記」で有名な三蔵法師が、十七年の歳月をかけ、インドから中国に持ち帰っ

た六百巻からなる大経典です。その貴重な経文を転読（左右前後に振る事）し、平和な世界、
人々の除災招福を御祈祷致します。またその風にあたると一年間は無病息災になると言われ
ています。大般若の寿風に接してみましょう！

厄年とは運気が下がり災難に遭いやすい年です。大きな節目の年で身
体の変化にも気を付けなければならないと云われ、仏天の御加護を頂
き、厄災が降りかからないように御祈祷します。
厄年早見表を御確認頂き「本厄・前厄・後厄」を御記入下さい。ご家族
以外の方でも、遠方にお住いの方のお申込みも出来ます。

今年、特に願われることを御祈祷致します。同封の申込用紙の御祈祷項目よりお選び頂
き、御記入下さい。併せて皆様には御家族全体の無事を祈る「家内安全」のお札もおす
すめ致します。複数のお申込みも出来ますが、一祈願ごとの御祈祷料がかかります。

所願成就 御祈祷料三千円

個人の一年間の幸福と無事を祈り、災いから身心を守る御守りです。
ご志納頂いた皆様の御名前を本堂に掲示し、
読上げの先祖供養をお勤め致します。

星まつり 御祈祷料千円

厄払い 御祈祷料五千円

御志納供養 お志し

令和3年

「厄年」
早見表

※年齢は数え年、今年誕生日の
　年齢プラス一歳です

同封のお申込書に御祈祷項目（厄払い、所願成就、星まつり、ご志納）を御記入のうえ、ご供養料と一緒にお詣りに伺った時にお渡し下さい
ご記入いただいた申込書を同封の返信用封筒（切手不要）にてご返送いただき、ご祈祷料は振込用紙（郵便局）にて御納付下さい。
☆当日ご参詣できなかった方には、後日おふだを御郵送致します。

大般若祈祷会のご案内大般若祈祷会のご案内

ご郵送の場合

前厄 後厄
男性

男性

女性

女性

男性

女性

幼児

61
42
37
33
25
19
4

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

37
56
61
2
10
16

昭

昭

昭

平

平

平

年生

年生

年生

年生

年生

年生

昭

昭

昭

昭

平

平

平

35
54
59
63
8
14
29

年生

年生

年生

年生

年生

年生

年生

本厄
昭

昭

昭

平

平

平

36
55
60

9
15
30

年生

年生

年生

年生

年生

年生

昭 64 年生
平 元 年生

平 31 年生
令 元 年生

お
寺
の
で
き
ご
と

開
山
忌

月
寒
忠
霊
塔

成
道
会
〜
お
釈
迦
様
お
悟
り
の
日

〜
戦
没
者
慰
霊
供
養

　

終
戦
七
十
五
年
に
因
み
、太
平

洋
戦
争
開
戦
記
念
の
こ
の
日
、午
前

十
時
よ
り
諏
訪
神
社
の
前
田
伏
樹

宮
司
と
札
幌
神
職
青
年
会
皆
様
と

の
神
仏
合
同
で
、塔
内
に
眠
る
四
千

柱
の
戦
没
者
の
御
霊
の
た
め
に
慰

霊
供
養
を
行
い
ま
し
た
。

「
二
十
三
回
忌
を
終
え
て
」

石
狩
市
　
志
田
豊
枝 

様

　

先
日
１０
月
２５
日
、無
事
父

の
二
十
三
回
忌
法
要
を
終
え

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。お

寺
と
の
ご
縁
は
、父
の
葬
儀

の
時
で
し
た
。新
潟
に
先
祖

の
お
墓
が
あ
り
ま
し
た
が
、

遠
い
た
め
、い
つ
で
も
お
参
り

が
出
来
る
大
乗
院
に
お
世
話
に
な
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

　

父
の
伯
母
は
、曹
洞
宗
の
尼
僧
で
、新
潟
で
住

職
を
し
て
い
た
の
で
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

父
が
幼
い
時
、永
平
寺
に
一
緒
に
行
き
、当
時
の

貫
首
様
に
肩
車
を
し
て
頂
い
た
り
、手
を
つ
な
い

で
永
平
寺
の
中
を
案
内
し
て
も
ら
っ
た
そ
う
で

す
。亡
く
な
る
年
に
、永
平
寺
を
訪
ね
た
時
の
事

を
懐
か
し
そ
う
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。き
っ
と

父
が
、現
住
職
や
若
様
達
が
修
行
な
さ
れ
た
永

平
寺
と
近
い
薬
王
寺
に
導
い
て
く
れ
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。

　

初
め
て
お
寺
に
伺
っ
た
時
、東
堂
様（
先
住
職
）

の
優
し
い
笑
顔
と
大
き
な
笑
い
声
に
、ほ
っ
と
し

て
心
が
温
か
く
な
っ
た
こ
と
が
昨
日
の
よ
う
に
思

い
出
さ
れ
ま
す
。家
族
で
毎
回
お
寺
の
法
要
に
楽

し
く
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。特
に
、今

の
清
元
住
職
様
か
ら
誘
わ
れ
て
、母
と
二
人
で
参

加
し
た
お
寺
の
旅
行
は
い
つ
も
毎
回
楽
し
い
思
い

出
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。永
平
寺
に
宿
泊
し
、法
要
や

坐
禅
な
ど
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

母
と
最
後
に
参
加
し
た
旅
行
で
は
、清
水
寺
の
坂

を
東
堂
様
と
並
ん
で
車
い
す
を
ヒ
イ
ヒ
イ
言
い
な

が
ら
押
し
た
こ
と
を
懐
か
し
く
思
い
出
し
ま
す
。

今
は
、両
親
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
生
ま
れ
た
、私
の

又
甥（
姪
の
子
供
）が一
緒
に
お
墓
参
り
に
来
て
い

ま
す
。宮
の
森
の
お
寺
が
大
好
き
で
、金
魚
へ
の

挨
拶
と
、鐘
撞
き
を
毎
回
欠
か
し
ま
せ
ん
。

　
い
つ
も
お
寺
の
ご
住
職
初
め
、皆
様
の
優
し
い

笑
顔
と
声
か
け
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。コ
ロ
ナ
が

落
ち
着
い
た
ら
、ま
た
笑
顔
で
お
寺
の
法
要
に
家

族
で
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。　　
　
　

 

感
謝

「
お
寺
で
の
家
族
葬
」

札
幌
市
中
央
区
　
乙
戸
芳
枝 

様

 

皆
様
は
じ
め
ま
し
て
。こ
の
た
び
は
父
の
葬
儀
に
あ
た

り
、急
な
相
談
、お
願
い
に
ご
対
応
い
た
だ
い
た
薬
王

寺
様
と
の
ご
縁
に
つ
い
て
お
話
し
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

 

家
に
は
先
祖
代
々
の
墓
は
無
く
、私
自
身
も
単
身
で
両

親
も
高
齢
と
な
り
、将
来
ど
う
し
よ
う
か
と
思
い
つ
つ

も
時
が
経
っ
て
い
る
中
、朝
の
ニ
ュ
ー
ス
、天
気
予
報
で

薬
王
寺
様
の
C
M
が
目
に
入
り
、比
較
的
近
い
所
だ
っ

た
た
め
思
い
立
っ
て
見
学
、パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
い
た
だ
き

に
行
き
ま
し
た
。そ
の
際
に
、家
族
の
事
情
、金
銭
面
で

も
相
談
さ
せ
て
戴
き
、お
寺
か
ら
の
ご
提
案
も
い
た
だ

い
て
お
り
ま
し
た
。そ
れ
か
ら
1
ヶ
月
程
経
っ
た
朝
に

父
が
急
死
し
、ど
う
し
よ
う・・・と
考
え
て
い
る
中
、薬

王
寺
様
と
お
話
し
て
い
た
事
を
思
い
出
し
連
絡
し
た

と
こ
ろ
、す
ぐ
に
葬
儀
屋
さ
ん
の
手
配
等
も
全
て
し
て

い
た
だ
き
、滞
り
な
く
全
て
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。日
頃
か
ら
特
に
信
仰
も
な
く
、ど
う
し
て
い
い
か

わ
か
ら
な
い
中
、葬
儀
屋
さ
ん
に
も
細
か
い
こ
と
を
教

え
て
い
た
だ
い
た
り
、コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、通
夜
の
あ
と

は
会
食
せ
ず
、父
を
１
人
に
す
る
こ
と
に
心
苦
し
い
気

持
ち
も
あ
り
ま
し
た
が
、お
寺
の
中
な
の
で
本
来
何
も

心
配
す
る
こ
と
も
な
く
通
夜
を
過
ご
す
こ
と
も
で
き

ま
し
た
。お
骨
に
つ
い
て
は
、今
後
継
ぐ
も
の
が
い
な
い

の
で
、永
代
供
養
塔
へ
納
骨
を
お
願
い
し
ま
し
た
。今

回
改
め
て
、葬
儀
や
納
骨
等
に
つ
い
て
、そ
の
時
に
ど
う

し
よ
う・・・と
不
安
に
な
る
よ
り
も
、事
前
に
金
銭
的
な

面
や
将
来
の
こ
と
に
つ
い
て
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
が
で

き
て
い
て
良
か
っ
た
、安
心
し
て
葬
儀
を
行
う
こ
と
が

で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。ち
な
み
に
、父
の
場
合
は
葬

儀
〜
永
代
供
養
も
含
め
て
当
初
予
定
の
半
分
位
で
全

て
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。葬
儀
に
参
加
し
て
い

た
親
戚
も「
こ
ん
な
お
葬
式
が
い
い
」と
言
っ
て
く
れ
ま

し
た
。今
回
は
薬
王
寺
様
、そ
の
他
葬
儀
を
行
う
に
関

し
て
携
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
方
々
の
お
か
げ
で
滞
り
な

く
全
て
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。い
ず
れ
は
母
や

私
自
身
も
お
世
話
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
生
活
様
式
や
人
と
の
係
わ
り
が
色
々
な

面
で
見
直
さ
れ
、気
分
も
落
ち
込
む
状
況
で
す
が
、皆

様
も
心
も
身
体
も
コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
、お
過
ご
し
い
た

だ
け
ま
す
よ
う
に
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

「
座
禅
会
に
参
加
し
て
」

札
幌
市
中
央
区
　
辻
美
香 

様

　

私
自
身
、座
禅
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
痛
感

し
て
い
ま
す
。月
2
回(

毎
月
1
日
と
15
日)

。と

て
も
清
々
し
い
大
切
な
空
間
と
時
間
を
提
供
し

て
い
た
だ
き
、感
謝
し
ま
す
。

 

仕
事
に
追
わ
れ
、時
間
に
追
わ
れ
、毎
日
を一生

懸
命
に
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。お
金
を
稼
ぐ
。そ

れ
が
幸
せ
と
い
う
こ
と
な
ん
だ
と
勝
手
に
思
い

こ
ん
で
い
ま
し
た
。自
分
を
見
つ
め
な
お
す
き
っ

か
け
と
な
り
、気
づ
き
を
与
え
て
く
れ
た
の
は
、

義
弟
の
死
。私
に
と
っ
て
幸
せ
と
は
何
か
。価
値

が
お
金
で
は
な
い
こ
と
に
気
が
付
き
ま
し
た
。座

禅
に
参
加
し
何
か
心
の
ゆ
と
り
が
得
ら
れ
れ
ば

と
思
い
、夫
を
誘
い
車
を
走
ら
せ
ま
し
た
。ま
た
、

悲
し
み
か
ら
逃
れ
た
か
っ
た
の
も
事
実
で
す
。

　
座
禅
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
、朝
の
す
が
す

が
し
さ
も
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。鳥
の
鳴
き
声
、

風
の
音
、虫
の
声
、四
季
折
々
の
山
の
匂
い
。薬

王
寺
は
自
然
を
と
て
も
感
じ
ら
れ
る
素
敵
な
場

所
で
も
あ
り
ま
す
。私
は
、座
禅
で『
無
』を
意
識

し
ま
す
が
、最
初
は
難
し
く
な
か
な
か
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。普
段
考
え
て
い
る
こ
と
、感
情
、

雑
念
が
次
か
ら
次
へ
と
思
い
浮
か
び
ま
す
。本
当

に
さ
さ
い
な
こ
と
か
ら
悩
み
ご
と
ま
で
。普
段
の

思
考
が
い
か
に
雑
念
だ
ら
け
な
の
か
を
思
い
知

ら
さ
れ
ま
す
。い
つ
も
そ
の
よ
う
な
心
の
状
態
で

あ
る
こ
と
に
気
が
つ
か
ず
、心
が
パ
ン
ク
し
て
し

ま
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
も
思
い
ま
す
。

　
『
坐
禅
は
、身
と
息
を
調
え
る
こ
と
で
、心
が

調
っ
て
く
る
』と
、ご
住
職
に
教
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。ま
さ
に
、不

安
に
駆
ら
れ
る
こ
の

ご
時
世
に
必
要
な
時

間
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
　

い
つ
も
優
し
く
ご

指
導
く
だ
さ
り
、本

当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。 　

  

感
謝

12
月
8
日

10
月
10
日

9
月
22
日

秋
彼
岸
法
要

多
宝
塔
供
養
法
要


